
様式１

作成基準日 作成担当部署

30,000 10,500 ）

役員平均年齢
役員の平均年収（千

円）

職員数（うち地方公共
団体出向者・退職者）
※臨時・パートを除く。

職員の平均年収（千円）
※臨時・パートを除く。

63.4歳 63
9人

 (0人)
2,753

R3年度 R4年度 R5年度 R3年度 R4年度 R5年度

資産合計 59,213 59,219 53,088 売上高 98,267 104,676 117,710

負債合計 9,386 12,307 13,668
（うち市からの指定管
理料、事業委託料、補

助金、負担金等）
4,008 4,061 4,164

（うち有利子負債） 0 0 0 経常損益 -6,368 -3,232 -8,896

資本合計 49,826 46,911 39,421 当期純損益 -6,551 -3,415 -6,991

（資本合計）－（資本
金）

19,826 16,911 9,421 繰越利益剰余金 18,596 15,181 8,190

R3年度 R4年度 R5年度

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

4,008 4,061 4,164

R3年度 R4年度 R5年度

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

地方公共団体
による監査結
果

その他の特記
事項

　なし

今後の方向性　：（存続、民間譲渡、完全民営化など）
　今後も引き続き第三セクターとして経営努力を行いつつ、事業を継続する。
　今後の会社のあり方については、市の基本方針に沿って、施設の譲渡や民営化を含め、あらゆる選択肢を検討する。

今後の方向性に関するコメント、克服すべき課題
　ふるさと産品販売所、農林水産物直売・食材供給施設及び農林水産物処理加工施設の一体利用促進、地域産品の販売
　促進や新たな商品の開発等収益事業の拡大を実施する。また、積極的にイベントに参加する。

その他 　なし

3）人的支援

（具体的な内容）

　なし

　なし

地方公共団体
による点検評
価の結果

経営状況についての
予備的診断における評価

B

⇒　Ａ：経営努力を行いつつ継続

⇒　Ｂ：事業内容の大幅見直し等による抜本的な経営改善が必要

⇒　Ｃ：深刻な経営難にあり、経営の観点から事業の存廃を含めた検討が必要

　②貸付金残高 　なし

　③出資金 　追加出資なし

合計 　なし

2）その他の財政的支援

項目
金額(千円）

備考（目的、内容、算出根拠等）

　①損失補償契約に係る
     債務残高

　なし

　⑥その他（　　　　）

合計

参考（事業・業務委託料、指
定管理料）

　指定管理料、トイレ・駐車場維持管理に係る委託料

　③税の減免

　④その他（　　　　）

　⑤その他（　　　　）

項目
金額（千円）

第三セクター
への関与の状
況

1）財政的支援

項目
金額(千円）

備考（目的、内容、算出根拠等）

　①補助金

　②利子補給金

役職員数及び
給与の状況

役員数（うち地方公共団体
出向者・退職者）

職員平均年齢
※臨時・パートを除く。

8人
 （0人）

63歳

財務状況

貸
借
対
照
表
か
ら

項目
金額（千円）

損
益
計
算
書
・
収
支
計
算
書
か
ら

所在地 　〒889-1803　都城市山之口町山之口2304番地6

設立年月日 　平成6年6月9日　　　　ホームページアドレス http://www.btvm.ne.jp/~yama-269/

資本金 千円（市出資等額： 千円、　出資等割合： 35.00%

都城市 第三セクター経営状況報告書

令和６年３月31日現在
　都城市　地域振興部　山之口総合支所　産業建設課
　電話　0986－57－3113

第三セクターの業務概要

第三セクター

名　　称 　道の駅山之口株式会社 【目的】
農林水産物、物産品等の地域資源の有効活用
及び地域活性化を図る。

【業務内容】
１　施設の運営に関する業務
２　施設の維持管理に関する業務
３　施設の安全管理に関する業務

代表者 　代表取締役　山元浩之


